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2775300532
医療法人　博我会
グループホーム高石
（介護予防）認知症対応型共同生活介護
高石市高師浜３丁目３番３１号

特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン
大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階
令和3年11月3日

コロナが蔓延したことで、ソーシャルディスタンスを保つため、利用者様同士や家族様とのふれあい、社
会参加が全く出来ない状況となっています。一つの机を囲んでレクレーションを行うこともできなくなり、
籠りきりとなってしまい、認知症状も進行しておられる方が増えてきました。その中でも、何か刺激を与
える事ができないかと、職員が試行錯誤を繰り返す毎日です。毎朝の体操から始まり、頭の体操、廊下
の歩行訓練や個別で考えたリハビリ等、体や頭を動かす事を習慣づけ、洗濯物や洗い物・掃除等の家
事もお手伝いして頂いています。また、個別の作業療法を行い、ちぎり絵や塗り絵、パソコンや計算ドリ
ル等も積極的行っています。最近では、机や椅子、廊下の手すりなど、消毒をする機会が増えてきまし
た。そのような作業も利用者様と一緒に行い、コロナ感染予防に一緒に取り組みを行ってます。コロナ
が落ち着けば、また以前のように、外出したり旅行に行きたいと考えています。

グループホーム高石ではコロナ渦の影響を完全に阻止する為に全職員たちが懸命の努力をされてい
る。外部との接触はもとより家族との接見も制限されており徹底したホーム内生活での安全保護の管理
に当たられている。やや内向的になりがちなこの環境の中でも、利用者に対する支援活動を普段よりも
内面的に充実した内容のものとなるように心掛けする事によって、快活でポジティブな感覚を与えてら
れている。GH高石はこういった方法を取り入れる事によって認知症の進行を遅らせる為の積極的な取
り組みもされている。職員に対するメンタルケアを行う事でも結果的には利用者の支援に繋がるとの分
析もされており、ストレスフリーな状態での支援活動をするようにされている。当面は制約された支援が
強いられそうだが、これからも事業所全職員が一丸となってこの事態をクリアされていかれるように期待
していくものである。

令和3年9月17日 評価結果市町村受理日 令和4年1月6日
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